
結  匂 転  句 ネ  句 た  句
詩

　

題鷲

焼

微

風

欲

撫

柔

○ 忽

閾

汗

漫

島

嗜

庭

● 子

鶯

片

影

在

枝

頭

● 春

　
雪
　
麹
　
農
　
ふ

　
事

　

出

○

〇 ○ ● 黄
島
初
率

○ ● ● ●

○ ● ● ○

● ● ● ○

● ○ ○ ●
尤

韻
◎ ● ◎ ◎

下   し   えみ読

驚
一が
一た
る
徽
．だ
　
椰
る
っせ
ん
と
配
す

た
ち
ま

　

　

　

き
　
　
　
　
　
　
　
か

ん

ま

ん
　

　

　

と

り

　
な

　

　

　

と

こ
ろ

忽

ち
関
く
　
汗
漫

と
島
嗜

く
処

そ
う

お

う

子
鶯

へ

ん

え

い

し

・ど
　
う

　
　
　
　
あ

枝
頭

に
在
り

の
片

影

こ
う
せ
つ

　

　

　

き

く

し

ん

　

　

じ

い

ん

じ

ゆ

う

呑
雪
　
麹
塵
　
春
事
・あ
な
り

こ

う

ち

ょ

う

し

ょ

せ

い

黄
島
初
声

名簿M.  1

神
奈
川
県
漢
詩
逹
盟
九
詩
期
会

【
詩
箋
】

（
を
言
絶
句

）

諄証 `典故・作詩メモ

。
子

鶯

…

初

春

の

ウ

グ

イ

ス
。

・
片
影
…

ち
ら

っ
と
几
え
た
か
げ
。

ち
ょ

っ
と
几
え
る

の

一会

。

・
汗

…

ヽ

ヽ

カ

ん

で

し

ま

り

の

な

い

こ

と
。

そ

の

さ

ま
。

●
繁
焼
…

い
い
番
り
が
し
て
暁

か

い
。

・
撫
柔
…

な

で

や

わ
ら

げ

る
。
　
い

つ
く

し

み
安

ん
ず

る
．

・
麹
塵
…
柳

の
若
芽
。

・
番
雪

…

白

い
花
。

梅

の
花
。

作
詩

目

子

仄
式

今
和

二
年

二
月
を
曰

仄
　
起
　
式

名

前

牛
出
　
知
彦

その他のメモ

1.10

●



清
客
　
梅

の
別
名

◎
語
注

・
典
改
な
ど

自文

支
韻
平
起
挟
平
格

氏
．名
　
　
宇
野
次
郎

二
〇
二
三
年
二
月
二
日

結句 批正 転句 批正 承 起句 最 T 詩題 1批正

焼

観

陶

詳

報

春

姿

機

　

ｏ

　

ｏ

　

書

　

ｅ

　

ｏ
　
　
ｏ

黄

鳥

初

・馨

一

枝

上

○
　
●
　
○
　
○
　
●
　
Ｏ
　
ｅ

溝

客

未

開

風

自

移

0

●

早

晨

曳

杖

雪

晴

時

０

　

０
　

０
　

参

　

●

　

○
　
　
○

雪
中
蕪
鶯

書き下し

焼
と
し
て
観
て
　
陶
酔
す
　
　
春
を
報
ず
る
姿

黄
鳥
　
初
声

　

一
枚

の
上

清
客
　
未
だ
巽
か
ず
　
風
自
ず
か
ら
移
る

早
晨
　
杖
を
曳
く
　
華ョ
　
靖
れ
る
時

雪
中
に
鴬
を
餞
鶴
く

◎
作
詩
メ
モ

・
釈
文
な
ど

た F

飩つ ´

飛
ノ

〔

♂
　
メ

J7R611(1)2022nenl lgatsu24hi



′ヽ
名簿詭.  J

神
奈
川
県
漢
詩
逹
盟
九
詩
親
会

【
詩
箋
】

（
を
言
絶
匂

）

結  句 転  句 ネ  句 た 句

詩

題新 ○ 来 ○ 微 〇 ●

琲 ● 風 ○ 開 ○ 柔・
黄
タ
、よマ

初

率

二
月
課
題
詩

薔
ハ
○ 料・ 春 ○ 子・

鶯 ○ 山肖 1● 氣・ 梅 ○

語 ● 春 ○ 竹 ● 盗重 ○

水・ 猶 ○ 雛 ○ 雨 ●
先

韻園 ◎ 浅・ 邊 ◎ 鮮 ◎

新な

た

に
チ:

す

黄;

鶯ぢ

電躍卜
ご

ぶ
だ

円景
な
ら
ず

未;

騰

料l
山
1肖

;

と

し

て

癬

猶
な

お
き彙,あ
′

'長

さ

く

微学

か

に

141き

く

香:

結

竹i
維
の

工蒸LIお

~゙ち
だ
ノシ
■で

旱ζ

ボ

雨慮

?

経

ヘ

て

鮮讐

や
か
な

り

黄:
者 ち、ξ,I
初ヒ

戸
い

メ モ
作
詩

日

千

仄
式

今

二

ｉ
二
・
提
出
名

前

岡
嗚
．

宣
昭



静か 典贅・作詩メモ

を
参

考

に
し

て
創

し

ま

し

た

万
業

の
時
代

か
ら

夕

に
か

け

て

の
歌

人

が
鶯

を

と
り

あ
げ
た
わ

歌

ぶ
類

…

ヽ
ヤ

に

持

す

る

清

曙

・

・
清

く

晴
れ

た

旱

朝

沐

本

・
・
気

候

の
曖

か
な
さ

ま

名簿島.

そのlLの メモ

2021.07■ 9第1.5版

皓 句 転 句 承 句 た 句
詩

題水 ○

口 ●

″む ○

期
′ヽ
υ

桜 ○

燿L
アし
●

時 ◎

春 ○

林 ○

清 ○

曙 ●

閉 ○

鶯 ○

tニ
ロロ ●

ノ、´
マ
○

朝 ○

風 ○

払 ●

ュ>

1,各 ●

Jら

イ七 ○

姿 ◎

」事・
当 ●

解 ●

｀口 ,

,'答 ○

F晨「
ノ10こ

′ヽ
V

れ ○

'11与

●

枝 ◎

薔
ハ

タ
、〔守

初

挙

」ト
‐
ノヽ ト

顎

読 み 下 し 夫

未
目

1ゝ

期

す

る

桜

芥
の

時

ら

じ
‐つ

呑

林

耳

曙

渉
」目′

■二
召″

3
を

開
′
ヽ

ノ螢、
7

朝

風

払

つ

aト

洛

花
の

姿

ん

ち

よ

,

じ

ん
ミ

せ

し

よ

お

つ

神
奈
川
県
漢
詩
逹
盟
え
詩
期
会

【
詩
箋
】

（
セ
言
絶
句

）

作

詩

日

千

仄
式

今
和
二
年
　
二
月

仄
　

起
　

式

名

ユ叫

島
格
　
幸
雄

さ

く

ら

ひ

ら

く



名簿聰  5

神
奈
川
県
漢
詩
逹
盟
九
詩
期
会

【
詩
箋
】

（
を
言
飽
旬

）

赫か 典撻・作詩メモ

影

４

１

２

０

６

ｃ

の

ら

な

特

に

の

の

ら

な
さ
ま

）

っ

た

空

６
ｌ

ａ

）
‥
ス

の
そ
よ
嗅
く
さ
ま

習

習

結 句 転 句 ネ  句 起 句
詩

題譲 ○ 漫 ● 贅 ○ 軽 ○

知 ○ 歩・ 島 ● 風 ○ 薔′ ヽ
後
的

初

率
詩 ○ 繰 ○ 林 ○ 響 ●

境・ 梅 ○ 叢 ○ 響 ●

勃・ 凍 ○ 初 ○ 好 ●

然 ○ 影・
デみ中

凋 ● 春 ○ 麦

韻生 ◎ 外・ 華 ◎ 晴 ◎

読 み 下 し え

静翼

か

秦コ
し

る

詩
し

弯

勃冤

然露

と
41:k

ず

魔
歩

鐙
ぽ

解
影お
の

が

黄:

駒ヽ :

黎
月墜卜を
驚亀う

ヤ、

イヌフせ

め

て
の

難員

右
あ

り

軽 il

ガ

響
響
と

し

し
ゆ

好:

ふ|
晴ま

黄;

鳥黎
夕7壼

孵

その他のメモ

の
方

浄

っ

た

?

叢
～

の

せ

よ

り

も

「

羊

／
簾

書

作
鋳

ヨ

手

仄
式

Ｒ

５

・
２

・
１

４

子
　
た
　
式

名

欝

式

瞬
　

一
年

a姜

彎撼
構

（
３
ｄ

）
‥
春
の
心
地
よ
く
晴
れ
上
が



名簿蝸.

その他のメモ

語註・典故 '作崎メモ

○
吃
せ

。
・
を
え

ら
ず

の
、
と

も

る

奪  匂 転  句 承  句 起  匂
,鼻

`ず

題

口乞 ● 微 ○ 歯 ○

'見

●

を・ 嵐 ○ 宙 ○ ,屯 ● 薔′ ヽ
タ
、町

初

鋒
新 ○ 習 ● 亀 〇 せ ●

鶯 ○ 習 ● 委・ 情 ○

波・ 吹 ○ 数 ● 春 ○

谷 ● 茅 ○ オえ (D ス ● 仄

韻未 小ト
,lP

Lル´

希筆 多ロ
ア｀レ

読   み   下   し   え

ロセL重
イ|ぜ
｀

口 つ

の

新
渉 手
ヽ

的ヽ フ

本

を

波
‐つ

て
立
4｀
ユ

/こ

る

イ場t

鵡
習b
々

茅5
Zヽ.手

に

吹
ふ

ミ

南
ナ′ヾ゙ .
亀午
か
〕́
■も

発
す
数
枝ι
の

梅

=モ
,こ
′馘■‐
～

沌ん

た

る
せ 慧
よ

情
う

に

群
く,ま
ハ
=た

チ理学

る

薔・ミ
衡
イ
■

やザ
イガ午

翠

神
奈
川
県
漢
詩
逹
盟
え
詩
期
会

【
詩
箋
】

（
を
言

絶
句

）

作
詩

目

千

仄
式

今
和

■
年

二
月
十
七
日

仄
　
起
　
式

名

前

子
賀
康
雄

|



8

神
奈
川
彙
漢
詩
逹
盟
九
詩
薙
会

【
詩
箕
】

（
を
言
絶
句

）

し

　

だ

い
　

　

　

よ

詩
題
の
読
み

ん

林光
間

の
山
け

い

ら

っ

か

　

　

か

る

各
ふ
花
軽
じ

ジ

ュ

ジ

ョ

ウ

　

ハ

ツ

オ

ウ

ト

キ

　

　

イ

ッ

セ

イ

樹
上
に
初
鶯
時
に

一
声

解
ぎ
貯
て
鶴
か
に
庁
く
も
一郷
摯瀧
一浅
く

ガ乳暑

に

随野
ひ
ガ

緩ζ

ナ
ポ

す
れ

ば

賞ζ
^し
、ウr、シ

傾′
く
ム

ゆ

う

お
喝
烙

詰 句 転 句 ネ 句 た 句

○ ● ● ○

詩

　

題

○ ● ● ○

● ○ ○ ○

● ○ ○ ●

● ⌒
ノヽ ○ ●

黄
島
初
難

○ ● ● ○

随
　
　
風
　
　
鏡
一　
ナ

　

営
　
　
慮
　
　
傾 ◎

作

几

微

関

春

尚

浅 ●

樹

上

初

鶯

時

一

挙 ◎

林
　
　
間
　
　
幽
　
　
各
　
落
　
花
　
軽 ◎

麦
　
額

典詢

霧諄 典薇・作諸メモ

作

諸

ヨ

子
ス
式

今

科

５

と

子
　
た
　
式

名

前

その他のメモ

【
８

日



静註・典故・作詩メモ

′̂
‐
_イ

名簿聰

神
奈
川
県
漢
詩
逹
盟
九
詩
期
会

【
詩
箋
】

（
セ
言
絶
句

）

浩  句 転  句 承  句 た 句

詩

題ス ○ 不 ● 行 ○ 暗・

聰 ○ 負 ● 黎・ 香 ○ 探
梅
聰
黄
タ
、脅

初

率

虫 ● 染・ 閑 ○ 浮 ○

谷 レ ● 戌 ○ 人 ○ 動・

ロ二
丁̀ ● 千 o

; ナ・ 邊 ●

鶯 ○ 樹 ● ナ・ 花 ○ 麦

韻
率 ◎ 雪・ 軽 ◎ 精 ◎

読 み 下 し た

ス庵、

聰
き

く
′■` た
ノ(]ヽ1こ

を
」ヒ
い

ず

率
鶯ぢ
の

声貴

負ぶ
か
ず
染5

を
咸
な

す

メ撃‐せ
l～

樹協
の

雪害

行号

楽ぞ
の

関な
Pん
ノヽ

歩簸

ナ
軽 |な

し

暗カ

呑;
=≦
卜ふ′1~ど
動
し
て

花
か

精よ

に

ど
つ

椰
を
警
り
=″ヽ

1詣・号′` ニ
タ I
ぶく,う

の

初ゝ

声ま

を
聰
き

く

その他のメモ
作
詩

田

千
人
式

合
わ
５
年
２
月

子
　
た
　
式

名

ユ引

松
本
祐
輔

10 1.



神
奈
川
瀑
漢
詩
逹
盟
九
詩
期
会

舞
詩
箋
』

名簿ヽ  11

（
を
言
飽
句

）

語註・典故・作詩メモ 結 句 転 匂 承 句 た 句

鸞 ○ 〇 蜀

詩

　
題

彦 ○ ⌒
υ ⑫

○ 鰺 聰 ○

○ 聰 聰 ○

○ ○ 鰺 ◎

晉
ハん

初ヽ
肇

⑩ ○ ○ ⑬

笏

初ヽ

腱

賛

島

肇

由回
『

◎

晨

夫

黙

黙

勤

耕

殖 ⑬

fご、
フ選|三群

鴻

湧

水

洗

斧

基 ◎

燦

燦

陽

兆

照

笏

萌 ◎

庚
　
韻

此
こ

の

国
ひ

初修

め

て

聰
き

く
1歩
ヽ
言
ハ ■
務 I
、やう

の

筆

鬱 の

力亀.,
人
が

黙よ
黙
て

と
し
ィ″
ヽ

耕;

殖:
|こ

勤を

し
む

=I多
ゆ
′:カユ

"レ
`ヽ4｀

芹λ
唸夕け

`愛
=い

を
さ月ヒあ
ン″Lら

つ

と
,
と

,11)

,、イ|、

シモニア
ユ

/こ

ブ

り

さ

ん

さ

ん

　

　

　

　

　

よ

う

こ

う

よ

う

ぼ

う

　

　

　

て

燦
燦
た
る
陽
兆
幼
萌
を
照
ら
ｔ

黄
島
初
拳

こ

う

ち

ょ

う
ほ

つ

せ

い

作
詩

口

千

仄
式

今
わ
二
年
二
月
七
日

仄
　
た
　
式

名

前

二
浦
昭
ニ

その他のメモ

2021.07.19第1.5版



語:■・共故・作詩メモ

神
奈
川
県
漢
詩
逹
盟
九
詩
期
会

【
詩
箕
】

（
を
言
亀
匂

）

名簿焔. 12

/. fiiLc) I L

結  句 転  句 承  句 た  旬
■鼻
af

題鶯 (~ヽ 匁
′ヽ ゞ
● 花 0 暗 ○

考二 r‐、
口 ヽ,  ~ 着・ 発 ● 香 ○ 番

タ
、や

御

戸
尚・ 梢 ○ 老 ● ネ皮 (D

在・ 梢 ○ 梅 ○ 誘 ●

気・
薔 ()

ユ■

彗 ● ナ ●

軒 〇 島・ 情・ 廻I(D 蓄
4ゝ

額島 。 1轄・ 強 ◎ 廊 ◎

読 み 下 し 大

璃夢
'誉、ξ17ノ

イコ生ご

尚奮

ィ白Lあ

り
′多さ
メヽ

軒Z
V,ら
ジF・

た

り

忽 奮

“

塵・み
a
ブ
つ

梢
梢
|こ

ず
え

ず
え

黄奮
夕 ち

やヽオ
の

範
る

?

し

よ

つヽ

Ｆ
）
よ

つヽ

」ら2.う
4■
'

梅ぼ

に

イ芝1攀
秀彗
ミ

詩i
情
う

強:
じ

ひ

ら

き

暗
」́■
省

に

誘
わ
オ
′し

チミlぶ
ノ
'ltう?
退ュ |ま

ア
_ロト
ツ

黄奪
多 ち
、まフキ
、
‐
P

叡アY
atせ
/7ぃ

作

詩

日

千

え
式

千
　
起
　
式

名

前

森
谷
工
彦



神
奈
川
余
漢
詩
違
盟
た
詩
期
会

【
詩
箋
】

（
を
言

絶

句

）

壽識・典撻 ,作鋳メモ

鶯
・昧
―

―
本

の
禁

な

ど
ま
ば
ら

で
表

し

い

新

辞
―

―

初

声

各海No   13
まま 句 転  旬 承  毎 ミ  旬

詩

　

題
愛

　

鶯

　

何

颯H

奏

　

新

　

辞

○ 李

候

不

飩

例

年

倍

●

院

爺

凍

寂

箕

手

● 庭

梅

水

綻

薄

寒

か

⊂〕

○ ● ● ○ 希
遷
鶯
初
挙

○ ○ ○ ●

● 0 ○ ●

● ● ● ●

○ ○ ● ○
麻
　
額

● ● il tll

１１
１
１

■

・
　

‐
Ｉ
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

Ｉ
　

　

・
　

　

　

■
１

遷
鶯
何
れ
の
日
に
か
新
辞
を
え

で
ん

争

資

の
■
簿
　
繊
争

に
伊
し

卜
降
静
条
　
糞

と
し
て
車
難

し

ぇ
梅
水
だ
徒
び
ず
薄
寒
カロ
わ
り

塁
鶯
初
率

を
希

作

詩

日

千

仄

式

今
■

二
年

二
月

千
　
起
　
式

名

前

諸
星
湯
義
、

lcalt-a t *

i.lt)l.l l.(r'i.1lr iii i.;,111
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玖

艶

苦
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初

声
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束

議

ぼ

う

し

ゅ

う

し

ゆ

ん

し

よ

く

　

ろ

う

ば

い

く

れ

な

い

ル
州
春
色
　
老̈
梅
江
な
り

こ

う

ち

ょ

う

し

ょ

せ

い

け

い

こ

く

　

　

は

つ

［黄
＝島
初
率
　
漢
谷
に
発
し

お

か
　

　

　

の
ば
　

　

　

や

ま

　

　

　

み

け

い

ふ

う

わ

た

率
に
上
り
出
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祝
れ
‐ば
　
恙
風
度
る
。

よ

か

ん

か

い

は

ん

し

ょ

う

け

い

つ
う

奈
寒
・の
海
畔
　
小
埃
通
ず
、

こ

う

ち

ょ

う

し

ょ

せ

い

薔
ハよ
的
初

士
戸
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神
奈
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漢
詩
逹
盟
九
詩
期
会

【
詩
箋
】

（
を
言

飽

句

）

格主・典故・作詩メモ

ま
ず
転
句
結
句
が
で
き
た
け
れ
ど
、　
起
承
が
う
ま
く

つ
な
が
ら
な

い
。
（

○
恙

風
　
多
組
み

の
ス
．　
万
物
‐を
生
長

さ

か

い
風

の
こ

と
。
春

風
＾

○
黄

島
、

う

ぐ

い
す

の
別

名

ｏ
余

実
ヽ
　

子ヽ

本
に
な
り

寒

が
明

け

て
か

ら

の
寒

さ
。
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寒
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詩

日

千

仄
式
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０

２
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年

３

月

８

日

千
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式

名
ユ円

山

口
　
幸
雄

その他 のメモ

す
る

と
春ヽ
ら
し

い
風
が
吹

い
て
き
た
、

鶯

の
初
嗚
き
が
谷

の
方

か
ら
閉

こ
え
て
く
る
、

余
寒

の
海

辺

に

下
筋

の
道

が
あ

っ
た
。

も

な

い
花

を

つ

け

て

い

る
。

■

に
上
り
出

を
観
蟹

身
鍵
は
春

に
な
っ
た
、
そ
梅
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